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参議院議員
石田 まさひろ

　千葉県看護連盟の皆様には、日頃より温かいご支援を賜り、心より御礼申し上げます。炎天
の酷暑の中でも、荒天の中でも、変わらぬご期待とご声援をいただけることが、私の大きな支
えとなっております。私はこれからも、国政の場において、看護・医療・福祉政策の充実に全力
で取り組んで参ります。
　現在、病院や介護施設の経営はますます厳しさを増し、地域の医療・介護体制は、かつてない
危機に直面しています。この現状を打開するためには、物価高騰や人件費上昇に対応した診療報
酬・介護報酬の大幅な引き上げが必要不可欠です。それは、現場で働く皆様が「このまま看護を
続けていきたい」と思える処遇と働く環境を整えるために欠かせない取り組みでもあります。
　また、現場では、看護記録の多さに対する業務負担等の課題も山積しています。働き方改革
が進み、夜勤免除等の子育てしやすい環境が整備され、離職者が少なくなった一方で、夜勤職

員が不足して病床縮小の検討を余儀なくされた病院等もでてきています。人口減少時代に突入した今、「量を守り、質
を追求する」ための看護政策推進が必要です。私はこうした施策を通じて、一人ひとりの看護職が「今日も良い看護が
できた」と実感できる職場づくりを目指しています。その実現に向けて、人員確保、業務の効率化、キャリア支援の充実
等を進め、地域を支える看護の「量」を守りながら、「質」の向上にも力を尽くして参ります。
　今後とも千葉県看護連盟の皆様と緊密に連携し、現場の声を国政に届けて参りますので、引き続きのご支援を賜り
ますようお願い申し上げます。
　　
※選挙後の国会議員は、機関誌を利用して当選に関する挨拶行為をすることができません（公職選挙法第178条）。
　石田昌宏議員には、これからの看護政策に取り組む抱負を語っていただきました。
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　皆さま、ご清祥にお過ごしでいらっしゃいますか。

　今夏も35℃を超える猛暑が続き、全国各地では台風や線状降水帯の発生等による豪雨

災害、コロナを含む感染症の発生等、対応に当たっておられる看護職のご苦労はいかばかり

かと拝察いたします。忙しい中、現場で活躍されている看護職の皆さまに心より感謝申し上

げます。

さて、7月20日（日）の第27回参議院議員選挙で看護職域から「石田まさひろ」氏が3期目の

当選を果たしました。

　千葉県看護連盟は、日本看護連盟、千葉県看護協会、日本看護協会、支援者の皆様と連

携し、一丸となって選挙戦を戦って参りました。千葉県の得票数は４，５８５票（前回より561

票増）、全国152,649票（前回21,686票減）という結果でした。

　今回の選挙は、高齢化による医療介護需要の増大、生産年齢人口の急減という日本社会

の喫緊の課題に、看護職が社会的役割を果たす上で、これまで石田議員が推進してきた看

護職の処遇改善、診療報酬の算定要件の大胆な緩和、地方の看護専門学校の減少と看護

職員不足の対処等について考える貴重な機会でした。

　全国の看護職就業者数は約172万人、千葉県の看護職就業者数は６２，106人であるこ

とを考えますと、改めて支持者をどのように増やしていくか、選挙の難しさを痛感しています。

千葉県看護連盟は、「届けよう看護の声を！私たちの未来に」のスローガンのもと、現場の皆

さまの声を届け、看護制度改革と労働条件改善等の実現のために、強力なる政治活動を推

進いく所存です。今後とも一層のご支援・ご協力をお願い申し上げます。

　最後になりましたが、皆様のご健康とご活躍を心からご祈念申し上げ、挨拶とさせていた

だきます。 

千葉県看護連盟
会長

寺口 惠子

　第27回参議院選挙で石田まさひろ候補が3度目の当選を果たしました。

都道府県看護連盟と支援者の皆様が連携し、17日間の選挙期間を全力で戦い抜いた結果

です。お疲れさまでした。

　選挙戦を振り返ると、関係者が一丸となって活動していることを感じていたので、

152,649票という獲得票数に、「なぜ？」という思いが残りました。選挙の難しさを改めて痛

感しました。

一方で、これまで石田議員が推進してきた看護職の処遇改善、看護職員不足への対処、診

療報酬の基本的考え方の改定など、看護政策の実現に向け、さらに前進できる喜びを、皆様

と共に分かち合いたいと思います。

　国は7月末に「2040年を見据えた看護提供体制の在り方」を示しました。方向性として、

「高齢者救急への対応」「在宅医療の需要への対応」「医療従事者の確保」「必要な医療提供

の維持」を中心に地域完結型の医療・介護提供体制の構築を目指す必要性が示されまし

た。看護提供体制の方向性も同様で、人々の地域での療養生活を支える最も身近な存在と

して、看護はその役割発揮をより一層強く期待されています。あらゆる場で、あらゆる世代の

多様化するニーズに応えるべく、自由で独創的かつ魅力ある看護を創造していきましょう。

日本看護連盟
会長

髙原 静子

ご挨拶

ご挨拶
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　いつも大変お世話になり、ありがとうございます。先日の参議院議員選挙では、石田まさ
ひろ議員が無事当選することができました。厳しいご意見をいただくことが多く、非常に厳し
い選挙戦になりましたが、これも皆様お一人おひとりの力強いご支持の賜物と、心より厚く
御礼申し上げます。
　あべは昨年に引き続き、第二次石破内閣文部科学大臣として日々、文科行政に取り組ん
でいます。本年の通常国会では「公立の義務教育諸学校等の教育職員の給与等に関する特
別措置法（給特法）の改正案」、「大学等における修学の支援に関する法律（大学等修学支援
法）の改正案」が可決されました。学校における働き方改革の推進と教員の処遇改善や、多
子世帯の学生への大学等の授業料等減免制度が創設されることとなりました。これまで、医
療的ケア児への対応、看護教育のあり方等に取り組んできた実績を生かし、現場の声を政
策につなげて「誰も取り残さない」教育の実現に努めて参ります。
　これまで同様、看護は、命を慈しみ、大切な人を護る素晴らしい仕事であると、次世代に伝
えられるように、看護職の地位向上や環境改善にも、皆様と共に全力で取り組んで参りま
す。引き続きご指導ご支援よろしくお願い致します。

文部科学大臣
衆議院議員

あべ 俊子

ご挨拶

ご挨拶

　千葉県看護連盟の皆さま、こんにちは！
　第27回参議院通常選挙において、石田まさひろ議員が3度目の当選を果たされました。
厳しいなかでも、このような結果をいただいたことは、皆さまの看護政策推進へ向けた強
い思いの表れだと考えています。
　今年の通常国会は、内閣府大臣政務官として迎えました。政務官としての担務は幅広く、
子ども・子育て政策から、共生共助、孤独・孤立対策、経済安全保障、宇宙、科学技術まで多
岐に渡ります。北朝鮮の拉致問題も担務でしたので、子をもつ母親として、この問題に改め
て強い憤りを感じるとともに、決して風化させてはならないと強い思いを持ちました。こど
も家庭庁の政策は、母子保健を中心に、看護と関連するものも多く、これまでの経験を活
かしつつ取り組みました。以前、一国会議員の立場で提言した「子ども・子育てDX」の政策
がこども家庭庁でしっかりと前進していることは大変喜ばしいことでした。
　引き続き、夜勤看護職員確保対策、ハラスメント、訪問看護、医療安全、看護教育、看護の
専門性の拡大など看護政策にも取り組んでいます。石田議員と協力をしながら、国政の場
でしっかりと看護の課題の解決に努めて参ります。

内閣府大臣政務官
参議院議員

友納 りお

　夏を迎えるころから、トカラ列島の地震やカムチャッカ半島沖の地震による津波の発生
等、直接的な被害は大きく報道されていませんが、落ち着かない日々となりました。
　寺口会長をはじめ連盟会員の皆様には、日頃より看護協会事業に対するご理解、ご支援
を賜り、心から感謝申し上げます。
　さて今年の夏は、暗い話題ばかりではありませんでした。身も心も、大変暑い熱い夏を
過ごしました。７月20日の参議院議員選挙では、石田昌宏議員が3期目の当選を果たされ
ました。心より、お慶び申し上げます。7月24日に行われました日本看護協会理事会におい
て、石田昌宏議員と日本看護連盟高原会長が、お礼のご挨拶にいらっしゃいました。石田昌
宏議員のご挨拶の中に「皆様のおかげで、今までの順位の中では一番順位がよい（上位）」
と感謝の言葉を述べられておりましたが、得票数を見ますと、今後の課題として考える必要
を感じます。
　石田昌宏議員が示していらっしゃる「これからの未来―看護・介護・医療の明るい未来が、
すべての人々の明日を創るー」は、看護職自身のウェルビーングに通じています。私たち看
護職がそれぞれの使命を果たすことができるよう、看護の代表として国政において活躍さ
れますことを期待するとともに、貴連盟の益々のご発展を心より祈念申し上げます。

公益社団法人
千葉県看護協会
会長

増渕 美恵子

ご挨拶
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▲出陣式

152,649票で当選を決め、千葉県の投票数は、4,585票という結果でした。千葉県の看護職は、約60,000

人強。看護協会会員数は約28,000人。改めて、看護連盟の課題を感じた一日でした。

　さて、この選挙戦を振り返りますと、2024年日本看護連盟の総会で候補予定者として決定してから1年、選

挙対策会議を重ねながら応援してきました。

　2025年度に入り4月初旬、「国会議員と共に看護政策を実現するための決起大会」を企画しました。会場

全体がノリノリになる音楽にのって、石田まさひろさんの登場から始まり、ご臨席の方々から力強い応援メッセー

ジをいただき、その気持ちに応えるべく石田まさひろ候補から熱い決意表明がありました。手作りの応援うちわと

軍手を手に会場を真っ赤に染めながら看護の思いを一つにしました。

　第27回参議院議員選挙の投票が7月20日に行われました。看護職の代表である石田まさひろ候補者は、

152,649票で当選を決め、千葉県の投票数は、4,585票という結果でした。千葉県の看護職は、約60,000

人強。看護協会会員数は約28,000人。改めて、看護連盟の課題を感じた一日でした。

　さて、この選挙戦を振り返りますと、2024年日本看護連盟の総会で候補予定者として決定してから1年、選

挙対策会議を重ねながら応援してきました。

　2025年度に入り4月初旬、「国会議員と共に看護政策を実現するための決起大会」を企画しました。会場

全体がノリノリになる音楽にのって、石田まさひろさんの登場から始まり、ご臨席の方々から力強い応援メッセー

ジをいただき、その気持ちに応えるべく石田まさひろ候補から熱い決意表明がありました。手作りの応援うちわと

軍手を手に会場を真っ赤に染めながら看護の思いを一つにしました。

のふりかえりのふりかえり
暑い！
熱い！
暑暑い
！ 幹事長　松村幸美

▲連盟事務所

▲寺口会長は
　高校生に　
　ビラ配り　

▲藤澤元会長も
▲髙原会長

橋本秘書さんも！

▲

▲街宣スタート

増渕会長も▲
ビラ配り　

宮坂県議も

▲

ビラ配り　
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　そして、公示日の７月３日、日本看護連盟のビルで出陣式

があり、石田まさひろ候補の力強いスピーチの後、全国に向

かって街宣車がスタートしました。翌日、千葉県の街宣活動

当日、石田まさひろ候補こそいませんでしたが、千葉県議会

議員の宮坂奈緒氏と共に、寺口会長を筆頭に、日看連の

髙原会長、日看協の木澤常任理事、千看協の増渕会長、

そして、千看連の役員、支部長、藤澤元会長らと新浦安駅でのビラ

配りからスタートしました。その後、青年部の先導車、同伴車と共に千葉

県内房に沿って、浦安から木更津まで移動しながら、看護職の皆様に「看護

政策の実現のために今が大事！」と訴えました。

　公示日から投票日前日まで、期日前投票を促すためのPRをし、20日の投開票

日、長い長い一日でしたが、石田まさひろ候補の当選で、看護の政策が途切れること

なく継続できることは、未来に向かって大きな一歩となりました。

　そして、公示日の７月３日、日本看護連盟のビルで出陣式

があり、石田まさひろ候補の力強いスピーチの後、全国に向

かって街宣車がスタートしました。翌日、千葉県の街宣活動

当日、石田まさひろ候補こそいませんでしたが、千葉県議会

議員の宮坂奈緒氏と共に、寺口会長を筆頭に、日看連の

髙原会長、日看協の木澤常任理事、千看協の増渕会長、

そして、千看連の役員、支部長、藤澤元会長らと新浦安駅でのビラ

配りからスタートしました。その後、青年部の先導車、同伴車と共に千葉

県内房に沿って、浦安から木更津まで移動しながら、看護職の皆様に「看護

政策の実現のために今が大事！」と訴えました。

　公示日から投票日前日まで、期日前投票を促すためのPRをし、20日の投開票

日、長い長い一日でしたが、石田まさひろ候補の当選で、看護の政策が途切れること

なく継続できることは、未来に向かって大きな一歩となりました。

▲街宣活動　新浦安駅で

▲総合役員会でも応援

▲会員代表者会でも応援

▲ビラです！
決起大会
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2025年度通常総会を終えて
　2025年6月20日（金） オークラ千葉ホテルに於いて、千葉県看護
連盟通常総会が開催されました。
　役員10名、一般会員43名、委任状1821名、合計1874名、千葉県
看護連盟規約第4章第23条に基づき、総会は役員ならび正会員、特別
会員の委任状を含む2／３以上の出席において成立いたしました。
　報告事項として、2024年度の事業報
告・決算報告・監査報告、続いて、審議事
項として、第1号議案　2025年度千葉

県看護連盟スローガン（案）、　第2号議案　2025年度事業計画（案）、　第3号議
案　予算（案）、　第4号議案　2025年度役員選出（案）、すべて承認されました。
　総会後、ミニ決起大会　参加者全員がガンバローコールで終了しました。

行　　事

千葉県ポリナビに参加して
　2025年2月15日　「第13回ポリナビワークショップin千葉」に参加してきました。
　千葉県議会議員　自民党看護問題対策議員連盟の3名（宮坂奈緒議員、鷲見隆仁議員、雨宮真吾議員）をお招
きして『診療報酬改定から看護現場は何が変わった⁉』をテーマにグループワークを行いました。
　処遇改善をはじめ看護必要度、身体拘束などに対し、副看護部長から師長、主任、スタッフまで幅広い層の看護
師たちの悩みや問題、まさに臨床現場の現実が話されました。
　県議会議員の先生方からも 『現場の皆さまの声がなりより大切であ
る』 と現状を把握しようと積極的に参画していただきました。
　臨床現場のスタッフが県議会議員へ直接対面で現場の声を伝える機
会はとても貴重で約1時間弱のグループワークはあっという間でした。
　そして、講演会では、石田まさひろ参議院議員の秘書である橋本祥太
朗氏（理学療法士）から「今だからこそ政治を考える！」というテーマでお
話をいただきました。
改めて患者側、医療者側の双方が『いい看護を受けた』、『今日もいい看
護ができた』と思える環境づくりを目指すにあたって政治、政策を手段として看護連盟や協会の組織へ現場からの
意見を出し合いまとめ、市政や県政、国政に届けていくことが重要であると再認識しました。

幹事　小駒三千代

青年部　濱野恭佳

2025年上半期行事報告
　2025年1月30日、国会見学研修会では、国会議事堂、参議院
議員会館の石田事務所と友納事務所の見学ツアー、東京高等裁
判所の傍聴、神田明神参拝を終えました。

　2月19日午前、会員代表者会を行い、「第27回参議院議員選挙の崖」について共有しました。
　そして、午後からは、千葉県看護協会・看護連盟合同研修会が行われ、オフィスナースナレッジ代表の江口智子氏
から「社会人基礎力のはぐくみ方」、石田昌宏事務所政策秘書の五反分正彦氏より「人生百年時代を見据えた看護
政策」の講演2演題を聴講いたしました。

　3月14日、2024年度最後の総合役員会で2024年度の総括を行い、4月18日の2025年度最初の総合役員会
では、総会に向けて「2025年度事業計画等」について協議しました。
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　副会長として3 期目となります。 
　今、看護は時代の転換点であり、過去に例を見ないほど看護政策の重要性が高まっています。看護連盟のス
ローガンのもと「現場の声」を国政に届け、政策に反映させる。そのために看護の代表を国政の場に継続して
送る。この役割を果たすためには会員増・組織強化が重要課題です。皆様と共に課題解決に向け尽力いたしま
す。 どうぞよろしくお願いいたします。

副会長（3期目）　嶋村　有子

　幹事長2期目を務めることになりました。
　看護連盟に入り2度の選挙を経験して実感していることは、「これからの社会動向を踏まえて看護の未来を
考えると、看護連盟はなくてはならない組織！」であるということです。未来の看護職が豊かな気持ちで働ける
ようよりよい労働環境や処遇の改善のために看護連盟の必要性をより多くの看護職に知っていただきたいと
活動を進めてまいります。

幹事長（2期目）　松村　幸美

　今年度から３期目となります。
　現場の看護職が心身ともに元気に笑顔で働き続けられる未来になるよう、看護連盟の活動をひとりでも多
くの現場の看護職に知ってもらえるよう活動してまいります。看護職の幸せが患者・家族・地域の方々の幸せ
につながる「現場の力」を信じて微力ではありますが、尽力してまいります。

幹事（3期目）　小駒　三千代

　医療・看護を取り巻く環境が年々厳しさを増しています。看護の質の向上によって、患者・家族の安心に努め
られるよう、連盟役員として環境づくりに励んで参ります。２期目となりますが、引き続き千葉県看護職の皆さ
まのご理解・ご協力をよろしくお願い申し上げます。

幹事（2期目）　古山　陽一

　今年度より幹事2期目となります。 
　看護連盟の活動を知ることから始め、多くの会に参加させていただき、看護職の待遇改善や働きやすい職
場環境確保に向けての活動に尽力していることを知りました。常に現場での問題を実現可能なものにするに
は看護連盟の活動が必要であり、看護職にとって役割が大きいこと感じています。今後も多くの方へ広く活動
内容等を知っていただけるように、取り組んでいきたいと思います。

幹事（2期目）　近藤　由利子

　今年度よりさくら支部長を拝命いたしました。
　看護連盟の活動に関しては、初心者ですが、施設支部長として頑張っていきたいと思います。就任して早々
に参議院選挙があり、重大な役割を担っていることをひしひしと感じています。看護師の現場の声を国政に届
けるためにも、皆さんのお力をお借りしながら、支部長としての役割を果たしていきたいです。どうぞよろしく
お願い致します。

さくら支部長 坂松　有希子

　今年度より安房支部の支部長を務めさせていただくことになりました。
　変化する社会背景の中で、看護職が誇りをもち働き続ける為には、看護協会の提案する看護政策の実現が
重要になります。諸先輩方や支部の皆さまのお力をお借りしながら、連盟の目的や役割を理解してもらえるよ
うに努めていきたいと思います。

安房支部長 鈴木　亜由美

　連盟活動を通して、他病院の方々と出会い、様々な刺激を得られる企画を目指していきます。皆さんの看護
師人生にプラスとなるような経験を一緒に作っていきましょう！

青年部　部長 古市　宣明

　今年度、利根支部・支部長を拝命いたしました向後です。微力ではありますが、皆様と共に連盟活動の推進
に努めてまいります。どうぞよろしくお願い致します。

利根支部長 向後　直美

再任役員・新支部長　就任のご挨拶
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厳しい戦いとなった参議院選挙も石田昌宏議員が
無事に当選され、ほっと一息。
ようやく秋風が心地よい季節となりました。
秋と言えばスポーツの秋！芸術の秋！読書の秋！
充実した秋を満喫してみてはいかがでしょう！？
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2025年度会員募集2025年度会員募集
「現場の声」を
お聞かせください

千葉県看護連盟
会員・賛助会員受付中！

現場の声を合わせて看護の問題を
共に解決していきましょう！

看護職代表の
石田まさひろ議員3期目当選！
切れ目なく看護政策の推進を
　　　　　 してまいりましょう！！

あなたのかわいいペットをれんめい千葉で
自慢しませんか？ペットだけでなく料理や
風景の写真なども募集しています。
メールアドレス
kanjichou01@kangorenmei-chiba.jp

●ライオンになった
　小鉄ちゃんと小梅ちゃん
　飼い主：帝京大ちば総合医療センター
　　　　　樺木野看護副部長

みんなをみんなを元気元気に
するする広場広場

みんなを元気に
する広場

COLUMN

樺木野家の
猫ちゃん
紹介

樺木野家の
猫ちゃん
紹介

皆さまの声は
千葉県で把握します！！
そして、議員に
　　　　届けます！！


